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「幼少期から言語聴覚士になるまで」 
 

鷹の子病院 愛媛人工内耳リハビリテーションセンター  

でんでんむし教室 言語聴覚士  渡辺  咲 先生 
 

２月２日（土）に、今年度第２回目 

の特別支援教育地域支援事業における 

研修会を行いました。今回は、現在、 

鷹の子病院にある愛媛人工内耳リハビ 

リテーションセンターでんでんむし教 

室で言語聴覚士として勤務しておられ 

る渡辺咲先生に御講演をお願いいたし 

ました。渡辺先生には、難聴者でもあ 

る御自身の生い立ちや経験から、いろ 

いろとお話をしていただきました。  

講演では、御自身の小学校、中学校から高等学校、大学から専門学校、それぞれ

の時期で授業や友人関係で困ったことや悩んでいたことを、率直に語っていただき

ました。そしてそれを基に、本人のつまづきを探し配慮するという基本的な支援の

在り方、ＦＭ補聴システムや座席の位置、視覚的な情報の必要性などの情報保障面、 

友人関係の大切さといった心理面でのサポート 

の重要性を示していただきました。 

そして、「自分が聞こえないのが悪い。」「補聴器 

を着けていることが恥ずかしい。」という否定的 

な自己像を変えるきっかけになった友人との出 

会いや、家族のサポート、自分が得意なことを持 

っていたことがプラスになったということなど、

具体的なエピソードを基に、教員や保護者に対するメッセージを述べられました。 

見落としがちな難聴児への支援のポイントとして、学習面の支援も大切ですが、

心理面や集団での関わりを中心とした学校生活の支援が重要であることを指摘し

ていただきました。この研修で得られた気付きや学びを、今後の支援に生かしてい

きたいと思います。 

 当日は、本校教職員の外に、保護者の方や地域の小学校の先生方合わせて 19 名

にも申込をいただき、研修会に参加していただきました。また、渡辺先生には、こ

の御講演の前に、授業を参観していただき、本校の人工内耳装用児を中心に授業の

様子を御覧いただきました。先生には、愛媛の聴覚障がい児の生活や学びの環境の

整備のために、今後の更なる連携をお願いいたしました。 

研修会の御報告
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【聞いたことがある言葉だけれど…】 

電話リレーサービスとは・・・ 

 

 

・・・ですが、正直あまり馴染みがありません。 

ただ最近、みみちゃん担当者は、よくこの言葉を 

耳にします。そこで、電話リレーサービスについ 

て勉強し直してみることにしました。 

 

【電話リレーサービスの予備知識】 

 以前、みみちゃん 56号（2013 年 10 月 16 日発 

行）で、右の記事を掲載したことがあります。日 

本では 2000 年に何社かがサービスを始めました 

が採算が合わず、数年で停止になったそうです。ところが世界では・・・ 

 

 

 

・・・だそうです。24時間で対応している国も多いらしいです。 

 

【電話リレーサービスが必要な理由とは】 

電話以外のメールやＳＮＳ等の通信手段が発達した現在では、必要性がないのでは、と感じ

る人も多いかもしれません。実際に、電話だけでなくメールやラインでの案内をしている宅配

業者、インターネットで予約できる病院や飲食店は増えています。 

 それでも、電話しか手段がない場合はまだまだ多いです。そして・・・ 

 

 

 

・・・ということがいえます。また、電話ができないことで、命にかかわる場合もあります

（映画「ゆずり葉」にもそういうシーンがありました）。最近、電話リレーサービスが注目され

るようになったのは、昨年 10 月の北アルプス・奥穂高岳での遭難事故でした。遭難したのは聴

覚障がい者で、警察や消防に直接電話ができないため、頼ったのが民間の電話リレーサービス

だったということです。そのときに、現在のサービスの不備が明らかになり、国は今年の 1月

に、運営方法や法整備のため、専門家や通信会社から成る検討会を設けました。 

 

【電話リレーサービスの使い方・日本財団のサービス】 

１ 利用者登録をする 

  身体障害者手帳を持っている人に限り登録ができます。日本財団電話リレーサービスモデ

ルプロジェクトのホームページにある「利用申請ページ」から申し込みます。 

 

聴覚障がい者と聞こえる人との 

電話でのやり取りを仲介するサービス 

すが、 

電話リレーサービスは、世界 20か国以上の国が、公共サービスとして行っていま

す。アメリカでは 1990年に ADA法（障害を持つアメリカ人法）により、サービスの

実施が義務付けられました。韓国やタイなどの国でもサービスが開始されています。 

電話は、世界で最も普及している通信機器であり、利用できないこと自体が大きな

社会的不利益を被ります。電話リレーサービスは、電話の「即時性」や「双方向性」

などの特性を生かせるので、聞こえる人と同じ手間や条件で用事を済ませられます。 
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２ 機器の準備 

 インターネットに接続されたパソコンやスマートフォン、タブレットを使います。 

３ 利用する 

 日本財団電話リレーサービス専用システムにアクセスします。利用者（聴覚障がい者）

は、オペレーターに手話や文字の入力で用件を伝えます。オペレーターは、相手先（聞こえ

る人）と電話で会話し、相手先の話の内容を、その都度利用者に手話や文字で伝えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 料金 

利用者は通信料のみ。通訳料、相手先との電話の通話料の負担はありません。 
 

【電話リレーサービスの今後】 

現在、日本財団のモデルプロジェクトは、12 道府県７団体が行っています。愛媛にはなく、

愛媛からこのサービスを利用する場合は他県のセンターに依頼します。公共サービスとして整

備するには課題も多いです。パソコンやスマートフォンが必要ですので、機器に慣れなければ

ならず、年配の方などは利用しにくいと感じるかもしれません。また何よりも・・・ 

 

・・・で、実際に利用したことがある本校のＳ先生がこんなことを・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・とのこと。様々な問題はありますが、今後の電話リレーサービスの整備に期待です。 
 
※ 注意 … 現在のこのサービスは、2019年 3月 31日までとのことです。 
※ この記事は、以下のホームページと資料を参照して作成しました。 
・ 全日本ろうあ連盟「電話リレーサービス普及啓発推進事業」 
・ 日本財団「日本財団電話リレーサービス・モデルプロジェクト」（本ページの図も） 
・ ＮＨＫハートネット「聴覚障害者の大きな悩み「電話ができない」を解決！？」 
・ 情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）「情報バリアフリーのための情報提供サイト」 
・ 電話通信サービスのユニバーサル化を考える大学習会（全日本ろうあ連盟主催・2018.2.16）資料 

「国内外における 電話リレーサービスの現状」筑波技術大学 井上 正之 先生 

〇 実家と子供が通う小学校に連絡することがあり、利用しました。実家の方は「オレオレ

詐欺」かと疑われ、小学校の方も状況を理解してもらえず不審に思われました。結局どち

らも誤解は解けましたが、このサービスがあまり知られていないことを痛感しました。 

〇 身内相手なら使用しないかもしれませんが、学校への連絡や病院の予約等、利用価値は

高いと思いました。小学校の方は、私が聴覚障がい者であることを知っている学級担任の

先生が電話を代わると、後はスムーズでした。子供は「ママ（聴者）じゃなくパパが先生

と電話で話した」と嬉しそうでした。父親が学校に電話することが新鮮だったようです。 

〇 全国各地にある複数のサービスセンターは、どこに依頼するかは利用者が選択できます

が、手話表現の違い（方言）の問題で、うまく伝わらない場合もあるかもしれません。解

決するためには、最低、県ごとにサービスセンターを設置する必要があると思います。 

このサービスがあまり知られていないということが問題です ！ 
Ｓ先生の話 
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編 集 後 記 電話リレーサービスの記事を書くために、Ｓ先生といろいろ話をしていたら、

Ｓ先生が「それから、空港にもありますね」と一言。これは、「手話フォン」という手話対応型

公衆電話ボックスで、聴覚障がい者は誰でも利用できるとのことです。現在、４カ所の空港（羽

田、成田、新千歳、福岡）と、筑波技術大学、そして兵庫県の明石市民広場（明石駅ビル内）の

計６カ所にあります。これらのところに行かれる機会があれば、是非、本物を見てください。 

「耳の日の集い」のお知らせです！ 


